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112　　　　5iCrによる真の赤血球寿命の測定法

　　名大医放科

　　　斉藤　宏、小原　健

　　名大病院アイソトープ検査室

　　　芝宮勝人

　5iCrで赤血球を標識すると、赤血球から平均1％

／日の割合でSiCrが溶出する。この溶出率には個人

差があるため、溶出率で補正して、真の赤血球寿命を

求めることができない。そのため、51Cr法では半寿

命として表現するに止まった。半寿命の場合初期の測

定値からなる曲線を直線とみなして延長し、それが
丁去になる値を求めた場合と、実測曲線上の値とでは

異った値になるおそれがある。

　それ故、　DF　32pによる測定が望ましかったが、　DF

32Pの製造が中止され、　19CNも利用でき左いので、

われわれは、　5iCrを用いて真の赤血球寿命を求める

方法について検討した。

　SiCrの溶出率をe、真の寿命をS、標識n日後の
SiCr標識赤血球の残存率をMとすると

　　　　　　　　　　　n　　　　　　　　　n
　　　M＝（1－e）（1－一§一｝

となる。本式のeには溶出率のほかに無差別破壊や出

血などの指数極数的減少を示す要因も含まれうる。

　Sic「赤血球寿命曲線を実測し、これに最も適合し

上式を満足するごとき赤血球寿命sとeの値とをコン

ピューターにより探し求めた。

　正常人5名による真の赤血球寿命は　99日より132

日で平均114±10日であった。溶出率は0．5から

2．09であった。各種血液疾患、特に溶血性貧血のう

ち無差別破壊のみられる例では、溶出率の正常範囲を

はるかにこえていた。各種疾患における赤血球寿命は

従来報告された値とよく一致した・
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